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　佐久間雲窓は、幕末の飯山藩主本多家
の家臣で画家として知られた人物です。
享和元年（1801）、飯山藩士の家に生ま
れた雲窓は、のちに藩の吟味役も務めた
といわれます。
　藩主の本多氏に伴って、江戸での公務
の傍ら、南画の大家・谷文晁(たにぶんちょ
う)の弟子の鏑木雲潭(かぶらぎうんたん)
に師事して花鳥画を学びました。雲窓は
極めて写実的な花鳥画を得意とし、細密
な描法が特徴です。
　写真は弘化4年(1847)の善光寺地震
で被害を受けた飯山藩の復興のために、
杉木数百本を寄進した小菅山の大聖院に
対して、お礼として奉納した花鳥の額絵
です。飯山藩士のひとりとして、雲窓自ら
描いたものです。

飯山の画家　佐久間雲窓
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小菅神社奉納額絵「花鳥之図」（市有形文化財）

　特別展『正受老人と白隠禅師』開催期間中（8/2 ～ 9/10）、ボランティア監視員として、半日以
上ご協力いただける方を大募集します。
　参加申し込み頂いた方には、詳しい内容・注意点など事前に説明会を開きますので安心して参加
いただけます。
　申込みお問合せは、飯山市美術館☎ 62-1501 までご連絡ください。お待ちしております。

特別展 『                    正受老人と白隠禅師』 

    白隠禅師250年遠諱　      正受老人と白隠禅師

　正受庵を開山した道鏡慧端は、みなさんご存知の正受老人（1642 ～1721）です。正受老人は、「臨済宗中興の祖」と
称され禅宗史はもとより日本美術史においても高く評価されている白隠禅師（1685 ～1768）を厳しく指導し、正しい悟り
に導きました。本展では、京都妙心寺派と花園大学歴史博物館の全面的なご支援・ご協力のもと、東京・静岡・長野県
内の寺院等 17 か所から正受老人と白隠ゆかりの貴重な遺墨を借用し、飯山市の正受庵所蔵のものと合わせて 50 点を紹
介します。その中でも2 点のみ現存する正受老人自筆の『正受老人（道鏡慧端）頂相』（永青文庫所蔵）と『正受老人（道
鏡慧端）遺墨 遺偈』（正受庵所蔵）が初めて並ぶ大変貴重な展覧会です。ぜひご覧ください。

【開催期間】　8月2日㈬～ 9月10日㈰※月曜日は休館
【開 館 時 間 】　9時～ 17時（入館は16時 30分まで）
【入    館    料 】　大人 600円・市内の小中学生は無料

ボランティア監視員　大募集 !!

公 開　正受老人の自画像と絶筆

【お知らせ】７月２日（日）は「奥信濃特産まつり」の開催にともない入館無料です。
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　開演：13 時 30 分～
　（入場無料、開場：13 時）

細川護熙　Morihiro Hosokawa
　1938 年、東京生まれ。朝日新聞記者を経て、衆参議員、熊本県知事、
日本新党代表、内閣総理大臣を歴任。政界引退後、神奈川県湯河原の
自邸「不

ふとうあん

東庵」にて作陶のほか、書、水墨、油絵、漆芸などを手がける。
2012 年より襖絵を制作。現在は、奈良薬師寺慈恩殿の障壁画を制作中

（2019 年完成予定）。

公益財団法人 永青文庫　理事長
公益財団法人 鎮守の森のプロジェクト　理事長
一般社団法人 自然エネルギー推進会議　代表理事

問合せ先：飯山市公民館　☎ 0269-62-3342
公民館ブログ http://blog.goo.ne.jp/iiyama-kouminkan
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－この人なくして白隠なし－

主催：飯山市教育委員会　協力：臨済宗妙心寺派・花園大学歴史博物館・（一社）正受庵保存会

撮影：第一スタジオ 堀出恒夫　提供：花園大学国際禅学研究所

カメラマン「齋藤芳弘」氏

 飯山市美術館   飯山雪国大学文化講演会

7/22 ㈯
飯山市文化交流館 なちゅら 大ホール
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【Ａコース】７月 27 日㊍ 10:00 ～ 12:30
【Ｂコース】８月  ４日㊎ 13:30 ～ 15:30
 ● 講　師　 増 田 朱 美 氏
     （野菜ソムリエプロ　薬膳コーディネーター）
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　「木島の水はどこから来るの？」「普段使っている田んぼの水だけど、どうやって使えるようになったんだろう？」木島公民館
と飯山市公民館での初めての共催事業です！この機会に、木島の「水」について、一緒に学んでみませんか。今回は座学のあとに、
カヤノ平へ移動して、水のもとや、用水を見て回ります。

◆日　時：７月８日㈯９時～14時
◆場　所：木島公民館（直接木島公民館へお越しください。交通手段のない方は、申込時にお伝えください。）
◆持ち物：軽食、飲み物、軍手、タオル、雨具、山歩きできる服装など
◆対象者：飯山市内在住または在勤の方
※今回、小学生は木島小学校児童のみとなります。
◆定　員：20名（定員に達し次第締め切り）
◆参加料：無料
◆募集期間：６月20日㈫～６月23日㈮　
※雨天時は木島公民館で学習をします。
〇問い合わせ・申込先　飯山市公民館☎62-3342（木島地区の方は、木島公民館☎62-0555へお申込みください）

木島、水の学習 

一緒に木島の「水」について学びましょう！

富倉の史跡めぐり
　富倉の史跡をご存知ですか？富倉公民館と飯山市公民館の共催で、富倉の史跡を巡ります。一緒
に富倉を「再発見」してみませんか。
◆日　　時：7月 15日㈯ 8時 30分～ 12時 30分
◆案 内 人：飯山市公民館集合
◆講　　師：丸山　勉氏
◆定　　員：15名（定員になり次第締め切り）
◆参 加 費 : 無料
◆申込期間：6月 20日㈫～６月 30日㈮まで
◆申 込 先：飯山市公民館　☎ 62-3342
（富倉地区の方は富倉公民館☎ 67-2136）
◆持 ち 物 ：飲み物・歩きやすい服装など
◆そ の 他 ：申し込まれた方には再度ご案内は出し
ませんので、直接、飯山市公民館へご集合ください。

富倉公民館＆飯山市公民館共催 木島公民館＆飯山市公民館共催

富倉峠ウォーキング
　むか～し、むかし飯山と越後をむすんだ塩の道、そして謙信公も行軍路として通ったと言われる『富倉峠道』。
　大人も子どもも、一緒に学習しながら登山！峠にまつわるむかし話を聞きながら、おいしい「とん汁」をいただ
きましょう。お友だち、ご近所おさそいのうえ、ご参加ください。
【日　　時  】　7 月 23 日 ㈰ 集合 8時 30分（雨天中止）14時頃終了予定
【集合場所  】　飯山市公民館（バスで送迎します。）
【募集定員  】　30名（飯山市公民館での受付です。柳原地区の方は柳原公民館☎62-5562までお願いします。）
【申込締切 】　7月 11日 ㈫※定員になり次第、締め切ります。
【行　　程】　富倉峠をめざし約１時間半程古道を歩きます。
【持 ち 物】      とん汁用お椀、箸、昼食、飲物、タオル、雨具（カッパ）、熊よけ鈴 (あれば )、登山に適した服装・靴など。
【参 加 料】   無　料
【そ の 他】   小学生以下の場合はできるだけ保護者同伴でお願いします。
【申 込 先】   飯山市公民館☎62-3342

柳原公民館＆飯山市公民館共催

　ご家庭に薬膳料理を取り入れたい方…気軽に身近
な食材で作る簡単で家族がおいしく食べられる薬膳
料理を学んでみませんか！

【場　　所  】　女性センター未来　料理講習室
【対 象 者】　飯山市在住または在勤の方
【定　　員】　各 15名 ( ※お一人様 1回受講のみ )
【申込期間 】　7/4 ㊋～ 7/14 ㊎
                  （平日の受付のみ 9:00 ～ 17:00)
【受 講 料】      ２００円 　【参 加 料】   ６００円

女性センター未来　くらしのセミナー
【申 込 先】    いいやま女性センター未来　☎ 62-0543

　今、密かなブームになっている多肉植物。手軽さや管理の
楽しさも人気の秘密です。小さなスペースで、室内でも楽し
めます。植え方だけでなく育て方も学んでみませんか！

多肉植物の寄せ植え旬の野菜でプチ薬膳料理
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日　程　7 月 14 日㊎
　〇午前の部　10:00 ～ 12:00　
　〇夜間の部　19:00 ～ 21:00
● 講　師　青 木 律 子 氏（Kitchen ＆ Garden 主宰）

【場　　所  】　女性センター未来　創作室
【対 象 者】　飯山市在住または在勤の方　
【定　　員】　各 15名 ( ※お一人様 1回受講のみ )
【申込期間 】　6/27 ㊋～ 7/7 ㊎
　　　　　　（平日の受付のみ 9:00 ～ 17:00)
【持 ち 物】　ゴム手袋
【受 講 料】      ２００円　【参 加 料】   １０００円

【日　　程】7 月23日㈰ 7 時 30 分受付開始※小雨決行　　【集合場所】飯山カヌーポート
【参  加  費】大人 1,500 円、高校生以下 500 円※ラフティングボートも同額
【参加資格】安全性を考慮した手づくりいかだ（カヌーも可）で参加できる小学生以上の人。
【持  ち  物】救助用ロープ 20 ｍ、新品で丈夫なもの。いかだを操舵できる道具（オール、スコップなど最低 2 本。
　　　　　 竹竿のみは不可）、タオル、着替えなど、各自必要と思われるもの。履物はズック靴などで濡れてもいい  
                もの（長靴は不可）、ばんそうこう、消毒液など船上でケガの応急処置ができるもの。

【申込締切】6 月30日㈮ 17 時まで
【申  込  先】秋津公民館　☎ 62-2330 ※当日の飛び入り参加、申込書に記載のない人は参加を認めません。

県外・市外・秋津以外の皆さんの
参加も大歓迎！第 21回「千曲川・川遊び」

秋津とんぼの里活性化委員会　主催
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▲ティピーテント風灯篭。
　ライトアップをして、なちゅら
　で幻想的な空間を演出します。

〇ティピーテント作り　7 月 29日㈯　10:00 ～ 12:00（定員 20名）
　和紙でティピーテントを作り、絵や文字を描いて展示します。

〇紙漉き体験　7 月 30日㈰　10:00 ～ 12:00（定員 20名・参加費 500円）
　一人３枚の和紙を漉いていただきます。そのうちの１枚を使ってテーブルライト
　（円筒形）を１個作ります。残り 2 枚は 8 月 2 日のワークショップでなちゅらナ
　カミチに展示します。

〇紙漉き和紙の展示　8 月 2日㈬　18:30 ～ 19:30
　漉いた和紙を大きな和紙に張り付けてナカミチに展示します。

〇ミニコンサート　8 月 10日㈭　18:00 ～　場所：ナカミチ　観覧無料
　地元演奏グループが出演予定。

【申込み・お問合せ】　飯山市文化交流館なちゅら　☎ 0269-67-0311

なちゅらde灯篭まつり

なちゅら名画鑑賞会（映画鑑賞と撮影スタッフによるトークショー）

西田敏行・賠償千恵子主演「植村直己物語」上映

■日　時　７月７日（金）　18:00 開場　18:20 開演（19:00 上映開始）
■会　場　飯山市文化交流館なちゅら　小ホール
【対　　象】　小学生以上（小学生は保護者同伴）
【入場無料】　入場整理券が必要になります。
【入場整理券配布場所】　飯山市文化交流館なちゅら、飯山市公民館、
　　　　　　　　　　　各地区活性化センター
【お問い合せ】　飯山市文化交流館なちゅら　☎ 0269-67-0311

＆山岳撮影カメラマン阿久津悦夫氏によるトーク「映画撮影の裏話を語る」

飯山市文化交流館なちゅらでは、8 月 11 日に行われるいいやま灯篭まつ
りに併せ「なちゅら de 灯篭まつり」と題し、ワークショップとミニコン
サートを開催します。

ワークショップ　参加者募集！

　平成 29 年度　寺子屋いいやま受講生募集
　市文化財係では、市民の皆様が飯山にまつわる歴史・文化にふれ、生涯学習の一助になれば
と、講座「寺子屋いいやま」を毎年開講してきました。
　今年度は「山城学部」と「古文書学部」（入門編）を開講します。お申込みをお待ちしています！

月　　日 場　所 説　明

7月４ 日  ㈫ 山口城 柳原地区の山口にある山城
<片道徒歩50分程>

７月31日 ㈪ 上境城と
西浦城

岡山地区にある上境城と、千曲川対岸に位置す
る西浦城　<ともに片道徒歩5分程>

９月19日 ㈫ 岩井城 木島地区安田の飯綱神社から尾根伝いに登っ
た先にある山城。　<片道徒歩 1時間程 >

10月12日 ㈭ 替佐城 中野市豊津にある山城。善光寺平を一望できる。
<片道徒歩30分程>

（当日の天候によって行き先を変更する場合があります。）
○時間：各回　8時30分～12時。8時30分にふるさと館集合。現地へは市バスで移動します。
○持ち物：帽子、軍手、飲み物などご持参の上、動きやすい服装でお越しください。

【受講料】各部 500円（4回分。参加回数問わず一律）　【定　員】各部 40名
【申込み締切り】7 月 2日（日）　【申込み先】飯山市ふるさと館　☎ 67-2030

▲ 山口城への道

★歴史ある家や土蔵の中には、古い文書が数多く眠っていることがよくあります。
★古文書は家の歴史はもとより、地域の歴史を伝える大事な存在。偶然に残った
　ものではありません！先人が代々伝えてきたものなのです。
★「家や地区で伝えてきた」ということ自体、大切な宝物です。これまでの状態
　を保ちながら、これからも末永く飯山の歴史を次の世代へ伝えましょう！

【古文書保管のポイント】
　◆一番の天敵は湿気。風通しが良い場所で保管できれば◎。
　　年に１・２回虫干しすれば、なお◎。
　◆箱に入れて保管する場合は、フタ付の木箱が◎。茶箱がオススメ。
　　市販の衣類防虫剤があれば、一箱に 2・3個入れると効果的。

◎古文書の保管などについてご相談がございましたら　市民学習支援課文化財係まで（ふるさと館内　☎ 67-2030）

次の世代へ　伝えよう飯山の古文書

☎ 67-2030

月　　日 時　　間 場　　所
  7月26 日  ㈬ 10時30分～12時

ふるさと館
※筆記用具をご持参ください。

８月23日  ㈬
10時～11時30分９月27日 ㈬

10月25日 ㈬

こんな古文書ありませんか

▲ 使用する古文書の一例です

「ふるさとの衣をつむぐ」～古布からみえる飯山の暮らし～
期間　7月7日（金）～10月9日（月・祝）
　かつて衣生活の中心であった野良着や日常着、または行事の晴れ着。
　暮らしを支え、さまざまな表情をみせてきた「衣」の歴史を、糸から布にな
るまでの工程やたくさんの着物や布製品から振り返ります。また、藍染めや古
布の特徴をいかしたパッチワークや人形作品もあわせて紹介します。

裏地にも注目！ 仕事着

■開館時間　9時 ～ 18時（入館 17:30 まで）
■休  館  日　毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）
■入  館  料　一般 200円（市内小中学生無料）
■お問合せ　☎ 67-2030

●山城学部　飯山周辺の山城を現地見学します。
　　講師：馬場廣幸氏（山城研究家）

●古文書学部　古文書読解の基礎の基礎を、ふるさと館所蔵の古文書を中心に学習します。
　　講師：樋口和雄氏（木島平村文化財調査専門幹）

夏の企画展開催のお知らせ



　

皆
さ
ん
は
「
か
ら
す
踊
り
」
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
こ

の
踊
り
が
飯
山
市
の
民
俗
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
。

こ
の
踊
り
の
歴
史
的
な
経
緯
に
つ

い
て
は
村
杉
弘
氏
著
の
「
も
っ
と

知
ろ
う
か
ら
す
踊
り
」
に
詳
細
で

す
。
驚
き
は
踊
り
の
歴
史
が
戸
隠

山
修
験
道
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
、

宣せ
ん
ち
ょ
う澄
踊
り
の
発
展
形
と
し
て
こ

の
北
信
濃
一
帯
・
飯
山
盆
地
に
も

伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
江

戸
時
代
期
か
ら
今
日
ま
で
四
〇
〇

年
近
く
も
続
い
て
い
る
の
に
は
何

か
の
理
由
が
あ
る
の
で
す
。
伝
統

芸
能
や
儀
式
な
ど
無
形
の
伝
承
に

は
担
い
手
の
意
思
が
そ
の
興
廃
を

左
右
し
ま
す
。
こ
の
か
ら
す
踊
り

に
は
教
本
も
な
く
口
伝
だ
け
で
伝

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
魅

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◇
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
・
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ
体
験
教
室　

　

今
年
度
も
ヨ
ガ
講
座
も
取
り
入

れ
、
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
各
戸
に
配
布
さ
れ
ま

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー

・
日　

程　
６
月
27
日
㈫

・
講　

師　

和
田
令
子
さ
ん

〇
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

・
日　

程　
７
月
４
日
㈫

・
講　

師　

丸
山
沙
樹
さ
ん

※
各
教
室
と
も
に

・
定　
員　

15
名

・
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
又
は
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル

・  

場　

所　

岡
山
公
民
館

・ 

申
込
先　

岡
山
公
民
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
�
２
０
１
０

ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
麗
ら

か
な
陽
気
の
中
総
勢
51
名
の
参
加

を
い
だ
た
き
、
最
後
ま
で
一
生
懸
命

に
走
る
よ
う
す
が
あ
り
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
選

手
・
役
員
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

◇
第
37
回
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
発
表
会

　

大
正
琴
、
合
唱
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

三
味
線
、
演
劇
な
ど
、
常
盤
地
区
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の

皆
さ
ん
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

・
日　

程　
７
月
２
日
㈰

　
　
　
　

 

15
時
開
演
予
定

・
場　

所　

常
盤
公
民
館

◇
ふ
れ
あ
い
広
場
桜
植
樹

　

飯
山
商
工
会
議
所
太
田
支
部
と
の

共
催
で
、
５
月
13
日
に
ふ
れ
あ
い
広

場
に
桜
︵
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
︶
の
苗
木

20
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
当
日
は
大

勢
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
で
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ

◇
外
様
公
民
館
長
杯
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会

　

５
月
28
日
㈰
、
毎
年
恒
例
の
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
長
峰
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
し
た
39
人

の
皆
さ
ん
は
存
分
に
腕
を
競
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
性
の
部

優　

勝　

今
清
水
一
男  ︵
中
條
︶

準
優
勝　

服
部　

   

巖
︵
中
條
︶

第
３
位　

足
立   

清
志
︵
顔
戸
︶

女
性
の
部

優　

勝　

栗
岩   

輝
子
︵
顔
戸
︶

準
優
勝　
野
上   

京
枝
︵
顔
戸
︶

第
３
位　

峯
村
フ
ミ
子
︵
法
寺
︶

◇
第
11
回
常
盤
地
区
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
開
催

　

５
月
28
日
㈰
、
常
盤
保
育
園
周

辺
コ
ー
ス
に
て
第
11
回
ロ
ー
ド
レ
ー

太

田

◇
に
こ
に
こ
ア
ッ
キ
ズ
春
の
遠
足

　
５
月
19
日
㈮
」
０
歳
児
か
ら
入
園

前
の
子
供
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
に
こ
に
こ
ア
キ
ッ

ズ
」
の
春
の
遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
と
て
も
天
気
が
良
く
11
組
の

家
族
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
秋
津
地
区
運
動
会 　

・
日　

程　
７
月
２
日
㈰

・
場　

所　
秋
津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
問
合
先　

秋
津
公
民
館

 

☎
62
２
３
３
０

◇
創
作
体
験
学
習
会　

29  生涯学習だより / 17.6 28

◇
飯
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会  

　

６
月
４
日
㈰
早
朝
か
ら
市
内
２

会
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
12
字
町
、
14

チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

北　
町

準
優
勝　

奈
良
沢

第
３
位　

愛
宕
町

第
３
位　
上　
町

◇
飯
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

・
日  

程　
７
月
23
日
㈰
13
時
～

・
場　

所　

長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

・
申
込
方
法　

字
町
公
民
館
か
ら
チ

ラ
シ
を
隣
組
回
覧
し
ま
す

・
申
込
締
切　
７
月
10
日
㈪

・
申
込
先　

飯
山
公
民
館

　
　
　
　
　
　
☎
62
３
３
４
２

足
も
解
消
し
よ
う
と
い
う
欲
張
り

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

講
師
と
し
て
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
田
中
淳
さ
ん
、
斉
藤
真
彦
さ
ん

お
二
人
に
、
地
元
案
内
人
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
岸
田
修
さ
ん
に

石
造
や
柏
尾
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会

　

７
月
９
日
㈰
飯
山
市
屋
内
運
動

場
・
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し
ま
す
。

問
合
先
：
柳
原
公
民
館

　
　
　
　
　
　

  

☎
�
５
５
６
２

◇
富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キン
グ　

　
７
月
23
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は
24
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
富
倉
の
史
跡
め
ぐ
り　

　
７
月
15
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は
25
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

５
月
14
日
㈰
木
島
公
民
館
に
お

い
て
、土
人
形
絵
付
け
体
験
を
行
い
、

日
本
土
人
形
資
料
館
職
員
か
ら
指

導
を
受
け
、
参
加
者
は
鮮
や
か
な
色

の
作
品
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
北
信
州
森
林
組
合
職
員

の
指
導
に
よ
る
、
木
の
枝
を
使
っ
た
昆

虫
作
り
で
は
、
個
性
溢
れ
る
独
創
的

な
作
品
が
で
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

◇
第
８
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

・
日　

程　
７
月
２
日
㈰
９
時
～

・
場　

所　

木
島
河
川
公
園
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場

・
問
合
せ
先　

木
島
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
☎
62
０
５
５
５

◇
菜
の
花
ま
つ
り
（
ハ
ッ
ピ
ー
イ
エ

ロ
ー
り
ん
ご
＆
輪
投
げ
）

　
５
月
３
日
㈬
34
回
を
迎
え
た
い
い

や
ま
菜
の
花
ま
つ
り
に
瑞
穂
公
民
館

の
イ
ベ
ン
ト
「
黄
色
い
輪
投
げ
」
と

「
黄
色
い
煮
リ
ン
ゴ
」
で
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

開
始
か
ら
１
時
間
足
ら
ず
で

６
０
０
個
用
意
し
た
黄
色
い
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
も
、
５
０
０
人
分
用
意
し
た

黄
色
い
煮
リ
ン
ゴ
も
終
了
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、微
力
な
が
ら
関
わ
り
、

ま
つ
り
の
盛
り
上
が
り
に
一
役
か
え

た
と
思
い
ま
す
。

◇
み
ず
ほ
の
郷
再
発
見
塾

﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in

柏
尾
峰
﹂

　
５
月
14
日
㈰
、
ふ
る
さ
と
の
自
然

景
観
や
歴
史
・
文
化
財
等
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
と
同
時
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
日
頃
の
運
動
不

岡

山

飯

山

外

様

木

島

瑞

穂

秋

津

柳

原

富

倉

晴天の中、楽しみました

参加した地区すべてが頑張りました !!

自然や歴史を学びました

20 本の苗木を植樹しました

常

盤

一生懸命最後まで走り切りました！

きれいにできました！ヨガ講座のようす

力
を
少
し
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、か
ら
す
踊
り
保
存
会
は
、

こ
の
四
月
に
名
誉
会
長
に
鈴
木
稔

氏
を
、
後
任
会
長
に
私
を
選
任
し

ま
し
た
。
私
と
か
ら
す
踊
り
と
の

出
会
い
は
約
10
年
前
で
す
か
ら
、

未
だ
確
信
的
な
踊
り
方
に
は
到
達

し
て
い
ま
せ
ん
。
か
ら
す
踊
り
は

そ
れ
ほ
ど
、
多
様
性
に
富
み
奥
が

深
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
多
様
性

は
地
域
特
有
の
歌
詞
と
踊
り
方
を

生
み
出
し
ま
し
た
。
か
ら
す
踊
り

の
組
み
立
て
は
、
九こ
こ
のつ
の
動
作
と

音
頭
取
り
︵
歌
い
手
︶
の
末
尾
歌

詞
の
七
五
を
踊
り
手
が
五
七
五
と

返
す
︵
繰
り
返
し
︶
だ
け
で
す
。

　

音
頭
取
り
は
そ
の
場
の
雰
囲
気

を
読
み
取
っ
て
歌
詞
を
創
作
し
踊
り

手
は
聞
き
取
っ
た
歌
詞
を
次
の
歌
詞

は
何
だ
ろ
う
と
期
待
を
込
め
て
返

す
の
で
す
。
何
か
現
代
の
ラ
ッ
プ
音

楽
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
こ
ら

辺
り
に
か
ら
す
踊
り
が
脈
々
と
踊

り
継
が
れ
歌
い
継
が
れ
て
き
た
醍
醐

味
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

踊
り
の
習
い
始
め
は
隣
の
人
の

所
作
を
ま
ね
て
動
い
て
み
る
、
次

は
返
し
の
声
を
出
し
て
み
る
、
す

る
と
音
頭
取
り
の
歌
詞
も
聞
こ
え

て
く
る
も
の
で
す
。

　
さ
て
こ
ん
な
楽
し
そ
う
な
踊
り

に
ど
こ
で
出
会
え
る
の
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
春
か
ら
夏
ま
で
は
太
田

の
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
10
日

に
練
習
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

か
ら
す
踊
り
や
り
た
い
け
ど
動

け
な
い
人
に
は
保
存
会
の
メ
ン
バ

ー
が
手
を
差
し
延
べ
ま
す
。「
三
人

寄
っ
た
ら
踊
れ
」
と
い
う
昔
か
ら

の
歌
詞
も
あ
り
ま
す
か
ら
気
軽
に

事
務
局
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

︵
事
務
局
鈴
木
☎
�
０
８
６
９
︶

か
ら
す
踊
り
の
ス
ス
メ

　
　
　
　
　
　
飯
山
か
ら
す
踊
り
保
存
会  

斉
藤　
民
男

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

か
ら
す
踊
り
の
多
様
性
は
、
地

域
特
有
の
歌
詞
と
踊
り
方
を
生

み
出
し
た

　
〽
飯
山
名
物　

ご
馳
走
三
つ

エ
ゴ
に　
笹
寿
し　
芋え
も
な
ま
す

〽
西
大
滝
の

六
地
蔵
さ
ん
は

力
合
わ
せ
て
村
守
る

最
後
に
自
作
の
歌
が
出
た
と
こ

ろ
で

〽
こ
こ
ら
辺
り
で
お
開
き
だ

　
　
　
　
　
　

  ︵
太
田
公
民
館
︶

太
田
の
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
毎
月

10
日
に
練
習
し
て
い
ま
す

リンパさらさら講座のようす

か
ら
す
踊
り
に
は
教
本
も
な
く

口
伝
だ
け
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
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飯
山
雪
国
大
学

　
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座

子
ど
も
の
心
の
育
て
か
た

　
　
　  ︵
開
催
報
告
︶

　
５
月
13
日
㈯
、
講
師
に
明
治
大

学
の
諸
冨
祥
彦
教
授
を
迎
え
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
人
と
子
ど
も
の
付
き
合
い
方

に
よ
り
、
子
ど
も
の
心
が
育
つ
と

し
た
諸
富
先
生
は
、
子
育
て
で
や

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
し
て
、

①
親
が
不
安
定
な
子
育
て
を
し
な

い
。
子
ど
も
が
辛
い
と
き
に
辛
い

と
言
え
る
安
心
感
の
あ
る
家
庭
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
。
子
ど
も
と

し
っ
か
り
と
向
き
合
う
こ
と
が
大

事
、
無
視
を
し
な
い
。
い
ら
っ
と

し
た
ま
ま
で
子
ど
も
の
前
に
立
た

な
い
。
そ
れ
は
子
ど
も
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と

に
つ
な
が
る
。

②
否
定
的
な
言
葉
を
使
わ
な
い
。

否
定
的
な
言
葉
は
、
子
ど
も
が
否

定
的
な
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

③
兄
弟
を
比
較
し
な
い
。
そ
れ
は

子
ど
も
た
ち
に
人
生
が
狂
っ
て
し

ま
う
く
ら
い
大
き
な
衝
撃
を
与
え

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
で
大
切
な
こ
と

は
、「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
」、
心
と
心
の

触
れ
合
い
で
あ
る
。
親
も
、
教
師

も
子
ど
も
も
、
人
と
の
触
れ
合
い

を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
「
人
間

関
係
の
プ
ロ
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

学
校
職
場
に
つ
い
て
も
先
生
方
が

仲
の
良
い
こ
と
、
職
員
室
に
笑
い

が
あ
る
こ
と
、
そ
の
雰
囲
気
を
つ

く
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
す
。

と
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

視
点
か
ら
の
お
話
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
子
育
て
は
親
も

子
も
一
人
ひ
と
り
違
う
の
で
、
マ

ネ
を
し
て
育
て
て
は
ダ
メ
。
ま
ね

を
す
る
よ
り
も
ダ
メ
な
こ
と
を
し

な
い
こ
と
を
教
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
や
、
諸
冨
氏
が
い
う

魔
法
の
こ
と
ば
「
あ
な
た
な
ら
で

き
る
よ
ね
。」「
や
れ
ば
で
き
る
よ

ね
。」
は
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
信

頼
と
期
待
を
込
め
て
い
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
ぶ
こ
と
は
イ
ン
プ
ッ
ト
だ
け

で
は
だ
め
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
大

事
だ
と
い
う
諸
冨
氏
の
お
考
え
の

も
と
、言
葉
に
出
す
、大
声
で
叫
ぶ
、

体
を
動
か
す
と
い
っ
た
参
加
型
の

講
演
会
で
、
諸
冨
氏
の
言
わ
れ
た

２
０
０
㌫
の
学
び
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
飯
水
教
育

会
と
飯
水
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
飯
山

市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
と
飯
山

市
公
民
館
の
教
育
関
係
団
体
の
共

催
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
こ
れ
か
ら

を
生
き
抜
く
確
か
な
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
、
家
庭
や
地

域
が
学
校
と
連
携
し
て
地
域
全
体

の
教
育
力
を
高
め
教
育
の
推
進
に

当
た
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
教
育
関
係
団
体
に
よ
る
講
演
会

は
、
ま
さ
に
こ
の
地
域
の
教
育
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
の
一つ
の
具
体

的
な
姿
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
横
の
つ
な
が
り
を
大
事

に
教
育
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
、

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
11
月
に
１
匹
の
犬

が
我
が
家
の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
２
年
と
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
名
前
は
「
ぴ
の
」。
ト
イ

プ
ー
ド
ル
の
女
の
子
で
す
。

　

来
た
時
は
、
一
切
吠
え
ず
物
陰

に
隠
れ
て
し
ま
う
子
で
、
今
後
も

こ
の
子
の
声
は
聞
く
こ
と
が
で
き

な
い
ん
だ
ろ
う
な
、
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　

娘
の
希
望
で
、
里
親
に
な
り
た

く
て
、
譲
っ
て
く
れ
る
先
を
探
し

ま
し
た
。

　

と
あ
る
日
、
佐
久
市
の
保
健
所

で
譲
渡
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

聞
き
、
急
ぎ
佐
久
市
ま
で
車
を
走

ら
せ
て
い
る
途
中
、
14
時
ま
で
の

開
催
を
15
時
ま
で
の
開
催
と
勘
違

に
気
づ
く
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
無
事
、
佐
久
市
保
健
所

ま
で
は
到
着
。
時
刻
は
14
時
ち
ょ
う

ど･･･

車
を
駐
車
さ
せ
る
暇
も
な
く

　  

秋
津
地
区
　 

　
上
松
宝
稚

妻
と
娘
が
会
場
ま
で
走
っ
て
い
き

ま
し
た
。幸
い
里
親
希
望
者
の
方
々

も
多
く
、
時
間
外
に
も
関
わ
ら
ず

保
護
活
動
を
し
て
い
る
方
々
も
た

く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

軽
井
沢
で
捨
て
ら
れ
た
犬
の

保
護
活
動
を
さ
れ
て
い
る
徳
さ

ん
︵
匿
名
︶︵
軽
井
沢　

D
og　

Rescue

︶
に
出
会
え
た
の
は
そ
の

時
で
し
た
。

　

諦
め
ず
会
場
ま
で
行
き
、
本
当

に
良
か
っ
た
と
、今
で
も
思
い
ま
す
。

　

後
日
、
軽
井
沢
の
徳
さ
ん
宅
を

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
「
ぴ
の
」

に
出
会
え
ま
し
た
。
話
し
を
聞

く
と
、
ぴ
の
は
多
く
の
子
を
産
ま

さ
れ
環
境
の
悪
い
中
育
て
ら
れ
た

犬
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
里
親
に
な

る
か
ら
に
は
こ
の
子
を
幸
せ
に
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
、
同
じ
人
間
と

し
て
今
ま
で
与
え
て
し
ま
っ
た
虐

待
と
も
い
え
る
行
為
の
償
い
で
あ

り
、
こ
の
子
を
幸
せ
に
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
私
た
ち
の
で
き
る
行
動

だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
も
、
そ
の

思
い
は
ず
っ
と
あ
り
ま
す
が
逆
に

笑
顔
と
幸
せ
を
「
ぴ
の
」
か
ら
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。︵
笑
︶

　

長
野
県
は
犬
の
殺
処
分
が
少
な

い
自
治
体
１
位
だ
そ
う
で
す
！
職

員
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

仕
方
な
く
愛
犬
を
手
放
さ
な
く

て
は
い
け
な
い
方
も
お
ら
れ
ま
す

が
、
保
護
を
必
要
と
す
る
犬
た
ち

﹁
犬
﹂

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

が
少
な
く
な
り
、
幸
せ
な
生
活
を

送
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
り
ま
す
。

　

マ
イ
オ
ピ
ニ
オ
ン
で
す
の
で
、

も
う
一
言
。
と
あ
る
家
庭
の
ラ
ブ

ラ
ド
ー
ル
レ
ト
リ
バ
ー
さ
ん
、
た

く
さ
ん
の
幸
せ
と
思
い
出
を
あ
り

が
と
う
。
最
後
ま
で
温
か
な
家
庭

で
幸
せ
に
過
ご
し
て
ね
。

　
　
　
　
　
　

  (

秋
津
公
民
館
︶

講演する諸富氏

小　
　
　
説

日
本
人
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
日
本
文
学

蛇

蔵

み
み
ず
く
は
黄
昏
に
飛
び
た
つ

川
上 

未
映
子

赤
い
ゾ
ン
ビ
、
青
い
ゾ
ン
ビ
。

川
上 

弘
美

人
み
な
眠
り
て

カ
ー
ト　
ヴ
ォ
ネ
ガ
ッ
ト

ラ
イ
オ
ン
・
ブ
ル
ー

呉 　

勝

浩

か
が
み
の
孤
城

辻
村 

深
月

冬
雷

遠
田 

潤
子

宿
命
と
真
実
の
炎

貫
井 

徳
郎

暗
手

馳 　

星

周

僕
が
殺
し
た
人
と
僕
を
殺
し
た
人

東
山 

彰
良

劇
場

又
吉 

直
樹

最
愛
の
子
ど
も

松
浦 

理
英
子

大　
活　
字

一
生
ボ
ケ
な
い
脳
を
つ
く
る
77
の
習
慣

和
田 

秀
樹

院
長
の
恋

佐
藤 

愛
子

遭
難
者
の
夢　
１
〜
３

天
童 

荒
太

冬
姫　
１
〜
３

葉

室 　

麟

臨
場　
１
〜
３

横
山 

秀
夫

三
国
志　
２
上
・
下

吉
川 

英
治

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

 

御嶽海の活躍に相撲人気が高まるな
か。力士はもちろん、行司、床山、
アナウンサーまで信州の相撲人を紹
介している。正義感の強さゆえ非業
の死を遂げた飯山市出身の力士武蔵
野弥助も。「コラム」「大相撲一口メモ」
もたのしい。

雷
電
か
ら
御
嶽
海
ま
で 　

  

信
州
の
相
撲
人

亰
須 

利
敏
／
著

◇ 図書館カレンダー ◇
７/1 土

2 日 10:30 ～おはなしひろば
3 月 休館日
4 火
5 水 移動図書館車③温井 ･ 秋津
6 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
7 金 移動図書館車④太田 ･ 富倉
8 土
9 日 10:30 ～ブックスタート

10 月 休館日
11 火
12 水 移動図書館車①北原 ･ 常盤
13 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
14 金 移動図書館車②今井 ･ 西大滝
15 土
16 日 10:30 ～おはなしひろば
17 月 休館日（海の日）
18 火 休館日（祝日振替）
19 水 移動図書館車③温井 ･ 秋津
20 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
21 金 移動図書館車④太田 ･ 富倉
22 土
23 日 10:30 ～おはなしひろば　
24 月 休館日
25 火
26 水 移動図書館車①北原 ･ 常盤
27 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
28 金 移動図書館車②今井 ･ 西大滝
29 土
30 日 10:30 ～おはなしひろば
31 月 休館日

開館時間と休館日
【開館時間】火～金 9:30 ～ 18:00

土・日 9:30 ～ 17:00
【定 休 日】月曜・祝祭日・年末年始

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

雷
電
か
ら
御
嶽
海
ま
で

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

信濃毎日新聞社

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表
（平成 29 年 7 月～ 9 月）

１コース 水曜日
北原・常盤方面

２コース 金曜日
今井・西大滝方面

３コース 水曜日
温井・秋津方面

４コース 金曜日
太田・富倉方面

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
巡
回
時
間

北原公会堂
9:50 ～ 10:10

今井生活改善センター
10:00 ～ 10:20

温井多目的センター
10:00 ～ 10:20

ＪＡ太田出張所前
10:00 ～ 10:20

㆘ ㆘ ㆘ ㆘
柏尾公民館

10:15 ～ 10:35
千曲荘前

10:25 ～ 10:50
蕨野ふるさと館前
10:30 ～ 10:50

柳沢公会堂
10:25 ～ 10:45

㆘ ㆘ ㆘ ㆘
戸隠公民館

10:45 ～ 11:05
旧戸狩セブンイレブン前
10:55 ～ 11:15

戸狩温泉スキー場瀬木駐車場
10:55 ～ 11:15

小泉集落センター
10:55 ～ 11:15

㆘ ㆘ ㆘ ㆘
下水沢公会堂

11:10 ～ 11:30
大塚生活改善センター

11:20 ～ 11:40
顔戸公会堂

11:25 ～ 11:45
外様活性化センター
11:25 ～ 11:45

㆘ ㆘ ㆘ ㆘
小沼倉科商店前
11:35 ～ 11:55

西大滝旧鈴木病院
14:20 ～ 14:40

坂井多目的集会所
13:50 ～ 14:10

富倉活性化センター
14:00 ～ 14:20

㆘ ㆘ ㆘ ㆘
関沢農業生活改善センター

14:25 ～ 14:45
藤沢多目的集会所
14:45 ～ 15:05

ふっくら工房ふるさと前
14:15 ～ 14:35

大川ふれあい交流センター
14:30 ～ 14:50

㆘ ㆘ ㆘ ㆘
神戸公民館

14:55 ～ 15:15
馬場集会所

15:10 ～ 15:30
上組公民館

14:50 ～ 15:10
小佐原公会堂

15:05 ～ 15:25
㆘ ㆘ ㆘ ㆘

福島公民館
15:20 ～ 15:40

和水多目的センター
15:35 ～ 15:55

深沢公会堂
15:20 ～ 15:35

笹川公民館
15:30 ～ 15:50

㆘ ㆘ ㆘ ㆘
戸那子構造改善センター
15:50 ～ 16:10

岡山活性化センター
16:00 ～ 16:20

新田公会堂
15:40 ～ 15:55

南条生活改善センター
15:55 ～ 16:15

㆘ ㆘ ㆘
常盤小学校付近
16:20 ～ 16:40

秋津中央公会堂
16:05 ～ 16:25

水上団地集会所
16:20 ～ 16:40

㆘
中町静間神社道路付近
16:30 ～ 16:50

巡
回
日

7 月 12 日、26 日
8 月 09 日、23 日
9 月 06 日、20 日

7 月 14 日、28 日
8 月 18 日
9 月 1 日、15 日、29 日

7 月 05 日、19 日
8 月 2 日、16 日、30 日
9 月 13 日、27 日

7 月 07 日、21 日
8 月 04 日、25 日
9 月 08 日、22 日

平成 29 年 10 月以降の巡回日程等は 9 月号に掲載予定です。

図 書 館 ま つ り ８ 月 ６ ㊐ 開 催 ！
不 要 本 ･ ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 中
ビ ブ リ オ バ ト ル 出 場 者 募 集

　　興味のある方は図書館までご連絡ください。
　　イベントの詳細については７月号でお知らせします。

　
５
月
25
日
か
ら
６
月
７
日
ま
で

休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
蔵
書
点
検

を
行
い
ま
し
た
。

　

点
検
で
は
、
約
12
万
点
の
本
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
貼
ら
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー

蔵
書
点
検
終
了
、
障
子
張
り
替
え
、

　
　
　

書
架
の
配
置
変
更
を
し
ま
し
た
。

ド
を
読
み
と
り
、
書
棚
の
整
理
や

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
本
の
捜

索
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
が
、

毎
年
多
く
の
本
が
見
つ
か
ら
な
い

ま
ま
と
な
っ
て
ま
す
。
長
い
間
不

明
で
あ
っ
た
本
が
図
書
館
ポ
ス
ト

に
返
却
さ
れ
た
と
き
は
職
員
一
同

「
ほ
っ
」
と
し
ま
す
。

　

も
し
、
ご
自
宅
に
図
書
館
の
本

が
忘
れ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
ら
、

そ
っ
と
図
書
館
ポ
ス
ト
に
返
却
を

お
願
い
し
ま
す
。


